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□ごあいさつ

＜環境経営理念＞

＜環境保全への行動指針＞

１．環境関連法規及び当社が約束したことを遵守します。

２．創意工夫を行い、二酸化炭素排出量の削減に努めます。

３．食品廃棄物の再資源化割合１００％を維持し、廃棄物の３Ｒを推進します。

４．水資源の使用効率化・保全等に取り組み、環境負荷の低減に努めます。


５．環境や健康に配慮した製品開発に努めます。

６．全従業員に環境教育・訓練を実施し、環境保全能力向上を図ります。

７．自然環境に配慮し、地域や関係団体の環境活動に積極的に参加します。

なお、本方針の全従業員への周知は環境方針の掲示し、外部へは環境経営レポートを公開します。

佐藤　誠代表取締役社長

制定日：

取香 正幸工場長

当社は昭和産業株式会社のグループ企業として、昭和産業株式会社が定める環境方
針に従い、事業活動、製品及びサービスから生じる環境への影響の低減を図るため
に、ＣＳＲ行動規範に従って、環境活動に取り組み、環境マネジメントシステムに
よる「継続的改善」を実践します。
又、社員への環境意識向上のため、地球温暖化防止など環境教育を継続的に行いま
す。

2022年4月1日

環境経営方針

株式会社スウィングベーカリーは、２００５年３月に昭和産業株式会社１００％出資
子会社として千葉県印西市に設立され、翌年（２００６年）４月操業を開始しまし
た。
コンビニエンスストア向けの専用工場として焼成パンを３６５日製造供給していま
す。
昭和産業グループＣＳＲ行動規範にある「人々の健康で豊かな食生活に貢献する」こ
とにより、あらゆるステークホルダーから信頼を得られるよう企業の社会的責任を果
たしてまいります。
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□組織の概要 更新日：
C工場 住所

（１）名称及び代表者名
株式会社スウィングベーカリー

代表取締役社長　佐藤　誠

工場長　取香　正幸

（２）所在地
本社・工場 住所: 千葉県印西市松崎台１-１－１１

（３）環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
環境管理責任者　工場長 取香　正幸 TEL： 0476-45-1600（代表）
環境事務局 榊　浩司 FAX： 0476-45-1607

H P: https://swb.co.jp/

（４）事業内容
コンビニエンスストア向けパン、ドーナツ、洋菓子の企画・開発・製造

（５）事業の規模（2022年9月末現在）
売上高 百万円

従業員　　　　　 名 名
延べ床面積　　　 ㎡ ㎡

（６）取組期間 4 月 1 日 ～ 9 月 30 日
事業年度 4 月 1 日 ～ 3 月 31 日

□認証・登録の対象組織・活動
登録組織名： 株式会社スウィングベーカリー
対象事業所： 本社・工場

対象外： なし
活　動： コンビニエンスストア向けパン、ドーナツ、洋菓子の企画・開発・製造

□事業や製品（商品）の紹介

2,589

2022年10月22日

製造部次長 兼設備資材課長

293
本社・工場

8,130

製造品目 菓子パン・総菜パン・食事パン・ドーナツ・洋菓子の製造

販売エリア 千葉県・埼玉県・東京都のコンビニエンスストアのお店様

生産量 パン・ドーナツ等 １日約１４０，０００食
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□環境経営組織図及び役割・責任・権限表 更新日：
(人事異動に伴う改定）

： 佐藤誠 ： 永井隆、阿部晃介
： 平暁博、谷謙太郎 ： 平暁博、谷謙太郎
： 取香正幸（工場長） ： 榊浩司、田畑保男
： 成宮克英 ： 榊浩司、村田広、田畑保男、浅海裕一
： 豊崎慶幸
： 土田勇起（製造課を兼務）

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加する

代表者（社長・工場長）

環境管理責任者

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成する

・自部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施する

・環境負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施する

・環境に関する内部監査計画を作成する

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置を講じる

設備・資材課

代 表 者

工 業 化 課

工 業 化 課

部門長

内部監査チーム

全従業員

・代表者による全体の評価と見直し、指示する

・環境経営目標・環境経営計画書を承認する

・環境経営方針の策定・見直しを行う

・自部門における環境経営方針の周知させる

・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施する

品 質 管 理 課総 務 課

・環境経営レポートの確認する

環 境 委 員 会

2022年12月1日

・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理を行う

・環境活動の実績集計を行う

製 造 課 開 発 課

製 造 課
品 質 管 理 課

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口業務を行う

環境委員会

開 発 課
環 境 事 務 局
設備・資材課

環境事務局

総 務 課

役割・責任・権限

・環境経営計画の審議を行う

・環境関連法規等の取りまとめ表を承認する

・環境管理責任者を任命する

代表者
（社長・工場長）

環境管理責任者

・環境管理責任者の補佐、環境委員会の事務局を担う

・自部門の従業員に対する教育訓練の実施する

・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告する

・経営における課題とチャンスの明確化を行う

管 理 部

・環境に関する内部監査の実施・報告を行う

・自部門の想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成する

・環境経営に関する統括責任者

・環境経営目標・環境経営計画書を確認する

・環境活動の取組結果を代表者へ報告する

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間等経営資源を準備する

・環境経営レポートの承認する

・環境経営レポート作成、公開、エコアクション事務局への送付を実施する

内 部 監 査 員

・環境方針の理解と環境への取組の重要性を自覚する

・試行・訓練を実施、記録を作成する

・環境活動実績の確認・評価を行う

・環境経営システムの構築、実施、管理を行う

内 部 監 査 員

環 境 管 理 責 任 者

環 境 事 務 局

製 造 部 開 発 部
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□主な環境負荷の実績

単位 9月末

kg-CO2

※１：二酸化炭素排出係数 kg-CO2/kWh 電力会社の調整後の係数　

EA21開始：店舗増による生産量拡大=CO2の増加

省エネ+太陽光発電+電気自動車+再エネ電力

省エネ+太陽光発電+燃料転換＋電気自動車+再エネ電力
燃料で残る分は太陽光発電の余剰分で相殺し、実質ゼロを目指す

□環境経営目標及びその実績

〇

〇

〇

〇

✕

〇

✕

〇

〇
〇

✕

〇

基準年度比

水道水の削減

1,381,245

1,134,431 1,111,2791,157,583

電力による二酸化炭素削減 2,484,268

　再生利用以外の量

カーボンニュートラルに向けたわが社の取り組み

（目標）

kg-CO2/百万円

環境に配慮した製品・サー
ビスへの取組

489.222

4,435,235

1,088,128

4月～9月

kg-CO2

基準年度比

70.5

22,158
99% 97%

0.05
56%

159.69 87.43

0.00

4,525,396

94%

（基準値)

　減量量

　発生抑制量

基準年度比

100%

通期

88,387

4月～9月

4,617,751

基準年度比

2,247,961.68

96%

173,636

96%

51,187

ｔ

0.00

㎥

0.00

　廃棄物処理量

141.10

166

行動目標（次項による）

上記二酸化炭素排出量合計 kg-CO2

99%

164.809

22,158

154,899kg
70,775

0.03

80%食リ法目標

自主目標

kg

88,220
50%基準年度比 －

89,280

97%

㎥/百万円

43,68944,581 43,244

223.401

161.490

86,280

（目標）

2024年

0.00

815.50 392.24

一般廃棄物の削減
基準年度比

212.049

－

4,342,857

97%

159,690

227.960

120.69%

171.798

156,496

175,390

100%
kg/百万円

548,995584,207

都市ガスによる二酸化炭素
削減

98%

水使用量

（実績）

原単位

1,272,276

572,523

1,409,434
94%

100%

2021年

479.030

94%

97%

98%

174.27

0.00

182.41

27.12

182.41

2,587,780

90%

評
価9月末まで

2020年 2021年

44,581

食品廃棄物

t

0.00

0.00

項　目

kg-CO2

　発生量

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

2,536,024

491.416

上段：
下段：

0.00

409,567

99%

650.79

　熱回収量

872,389

2,432,513

kg-CO2/百万円

－

71,490

4月～9月

2022年

0.447

kg-CO2/百万円

原単位

98%

㎥ 44,135

150.53

25,069

94%－

168.362
98% 104%

218.842

97%

－

25,069

98%

98%

4月～9月

原単位

4月～9月

kg-CO2

99%

基準発生原単位

4月～9月

0.04
化学物質の適正管理

820,045
214.283

158,093

97%

蒸気による二酸化炭素削減

2022年 2023年

837,493

（目標）

行動目標（次項による）

0.05

171,882 170,128

164.926

401,375 426,691
854,941

廃プラの削減

原単位

　再生利用量

509.606

食品廃棄物の発生抑制・再
生利用率の向上

499.414

96%

0.04

825.06

614.66

0.00

765.19

％

0.00

廃棄物排出量

4,581,465 2,249,797

81.66

　一般廃棄物排出量

　産業廃棄物排出量 862.00

二酸化炭素総排出量

食品再資源化実施率

0.00

ｔ

－

4,510,668

0

960

2588

2256

500

940

2030

1281

2050年

2030年

2021年

2019年

電力 化石燃料（ガス等）
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□環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の環境経営計画

数値目標：○達成　×未達成

活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減

取組紹介欄

工場内照明装置を人感センサー連動にする（2022年7－9月期に度実施）

人感センサーによる節電

単位：kWh

2021年

2022年

  2021年　シナジアパワー使用　・　2022年東京電力エナジーパートナー使用

都市ガスによる二酸化炭素削減

取組紹介欄

トンネルオーブン省エネ設定例 ラックオーブン不使用時の停止

単位：㎥

2021年

2022年

○

11月

工場内節電啓蒙

0

9月

455,040

取組結果とその評価、次年度の取組計画

印西市が毎年実施しているライトダウンキャンペーンに参加（2回/年）

・ラックオーブンの不要使用機器の停止

○

426,034

2月

取り組み計画

00

12月

0

△

0

10月

10月

達成状況

〇

△

0

534,086

535,951

45,782

539,661

44,911 43,057

0041,296 0

○

391,147431,729

取組結果とその評価、次年度の取組計画

・数値目標

8月

上半期においては8月度に二酸化炭素排出量が目標達成できませんでし
たが、上期合計では前年度及び目標値をクリアーすることができまし
た。
ラックオーブンにおいて不使用時はガスを停止するルールとしていまし
たが、オーブン予熱状態（即焼成可能状態）が散見され、さらなる改善
が必要と考えます。

　

44,478

1月

〇

5月

8月4月

484,695

40,683

392,390

3月6月 7月

11月

466,925

パン焼成ラックオーブンにおいて待機時の温度保持のためのガス燃焼の
停止を実施（2022年度実施）

386,587

1月

40,746

・トンネルオーブンの省エネ運転

・数値目標

達成状況

44,340 00

43,01542,024

　

・人感センサ導入

347,647

2月12月

0

0

工場内蛍光灯をＬＥＤに変更工事を実施（2016年度より開始：交換率99％）

44,483

・不要照明の消灯

44,631

○

・エアコンフィルター清掃

上半期においても1/4半期と同様に二酸化炭素削減目標を達成しており
ますが、使用量（kWh）については微増（7854kWh：100.16％）となりま
した。
猛暑でしたが、人感センサー導入による消灯の効果も出ていると考えま
す。
CO2削減はできておりますが、電力使用量の削減は来期以降必須であり
節電を考え行動してまいります。
二酸化炭素排出量は減少は、1/4半期と同じと考えます。

436,966389,815 515,842

・生産設備における不要稼働機器の電源OFF

453,694

4月

379,246

取り組み計画

6月 3月

45,394 40,891

392,988

5月

038,424

7月 9月

48,090 40,922

39,040

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

電力（Electricity consumption:Consumo de eletricidade）（kWh） 2021年

2022年㎾h

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

都市ガス（City gas:Gás de cidiade）（㎥）
2021年

2022年
㎥
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蒸気による二酸化炭素削減

取組紹介欄

単位：GJ

2021年

2022年

一般廃棄物の削減

取組紹介欄

食品残さと一般廃棄物の分離回収

単位：Ton

2021年

2022年

12月11月

1,337

13.92

14.0714.21 0.000.00

1,093

10月

7月

0

4月

15.2811.4312.3611.87

6月 7月

15.68

3月

数値目標

13.97

12.22

0.00

9月

3月

1,246

9月

0.0015.49 14.73

12.02

1,228 1,149 1,372

0

10月

14.29

0.00

11月

1,106 1,162 0 0

1,136

1月 2月

達成状況

6月

○

0

1,146

✕

・分別回収によるごみの見える化

0 0

1,276

取組結果とその評価、次年度の取組計画

・ペーパーレス化の取組

5月

13.93

取組結果とその評価、次年度の取組計画

1,052

達成状況

上半期において、1/4期の考え方を継続し節水実施、機械洗浄機使用効
率化を継続実施いたしましたが、良い結果を得ることができませんでし
た（データ分析の結果相関関係は確認できませんでした）。
下期に向けさらなる改善を実施いたすべく、挽回対策を考えております
（具体的内容については3/4または総括に記載してまいります）。

0

4月 5月

0

1,2671,355

取り組み計画

✕

1,158

0 　

1,241 1,183 1,144 0

　

・数値目標

取り組み計画

0.00

2月

△

上半期がすべて「✕」となったのは1/4半期に記載した「2021.11に収集
業者が変更となり、何らかの理由で異なる数値が出た」と推察されま
す。よって、3/4半期以降については評価が変わる可能性があります。
業者変更が11月度であり、これ以降については増減量が正しく比較され
るものと考え、結果を見つつ目標未達時の挽回策を講じてまいります。

13.81

8月

　

8月

・蒸気漏れ点検

11.59

0

×

12月 1月

15.10

0

0.00

2.00

4.00

6.00

8.00

10.00

12.00

14.00

16.00

18.00
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一般廃棄物（General waste:Desperdìcio geral）（Ton）
2021年

2022年Ton
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廃プラの削減

取組紹介欄

包装フィルムの使い切り 原料をこそげ取り、廃棄物重量を減少

単位：Ton

2021年

2022年

取組紹介欄

生産性向上のための打ち合わせ（製造・生産管理）

7月

達成状況

○

0.00 0.00

・数値目標

○

8月

14.04

13.67

・食品廃棄物の再資源化率１００％維持

13.50

△

〇

・プラスティック使用量の把握

取り組み計画

15.00

○

14.34

16.1113.72

・製造・生産管理間での次週生産品の効率化打ち合わせ

食品廃棄物の発生抑制・再生利用率の向上

・製造不良発生の抑制による原料使い込み防止

○

達成状況

・余剰率の見直しによる原料削減

2月

14.50

△

・生産性向上のための工程確認調査

14.63 0.00

△

0

3月9月

15.05 13.57

上半期においては上述の1/4期ではクリアーすることができた数値が月
別オーバーしてしまった（累計では評価「〇」）。
包材内に残っている原料を取らず廃棄していたことが確認できたたた
め、8月度より再度、原材料包材内面付着物をスクレーパー等でこそげ
取ることを指導する（2カ月経過したが月次評価に反映されず、さらな
る指導を行う）。

0.00

14.0616.15

1月11月 12月

14.94

16.59

6月

0.00

・原料包材内面付原料をスクレーパー等でこそげ取る

・数値目標

10月

14.52

取組結果とその評価

〇

取組結果とその評価、次年度の取組計画

14.29

環境保全への行動指針に謳っている目標である再資源化１００％を達成
しました。また、食品廃棄物等の単位当たりの発生量もクリアーするこ
とができましたので、下期に向け当該数値の維持を図ってまいります。

0.00

14.93

取り組み計画

・包材の使い切り △

4月 5月
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2.00

4.00

6.00
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10.00

12.00

14.00

16.00

18.00

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

プラスチック類廃棄物（Plastic waste:Resíduos plásticos)（Ton） 2021年

2022年Ton
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水道水の削減

取組紹介欄

洗浄蛇口の水量調整前 洗浄蛇口の水量調整後

単位：㎥

2021年

2022年

化学物質の適正管理

取組紹介欄

環境に配慮した製品・サービスへの取組

取組紹介欄

取り組み計画

○
・品質管理使用薬品の購入管理

3,539

6月

達成状況

4,0203,330 3,835

×

達成状況

・数値目標

3,545

2月

3,8483,429

✕

0

0

取組結果とその評価、次年度の取組計画

0

3,785 3,740

△

○

○

・店舗返品のデータ収集及び製造へのフィードバック

0

00

4,166 4,270 4,484 4,162

・使用薬品の購入および使用量の管理

4,167 0

0 0

0

○
0

当社における主要使用化学物質は洗濯用洗剤に含まれる「直鎖アルキル
ベンゼンスルホン酸Na」であり、適正量使用により河川流出を最小限度
にし汚染防止に努めています。その他についても適正管理し環境汚染防
止してまいります。

0

0

7月

取組結果とその評価、次年度の取組計画

0

0

5月 1月

3,820 0

取り組み計画

0

上半期においては上述の1/4期では実施した内容の振り返りを行い、節
水についてさらならる啓蒙を行いましたが、基準値、目標値ともにクリ
アーすることができませんでした。下期に向けて、さらなる啓蒙指導を
行う予定です。

・NDF-FSMSの維持及びFSMSに基づく衛生管理

3,818

8月 9月 10月 11月

3,787

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

0

0

3月

取り組み計画

4月

・節水啓蒙

3,905

12月

回収データの収集は実施しているがフィードバックという点については
不十分
商品の長鮮度化を行い、製品廃棄削減に繋がっている
衛生管理体制は着実に実施しているが、書類等に記入不備等が散見され
る

・ロングセラー商品開発

0
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水道水（井水を含む）（Potable water:água potável)（㎥） 2021年

2022年㎥
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□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。

食品リサイクル法の事業者ごとの基準実施率は達成しています。

なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

振動規制法

該当せず

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

届出書

報告書

一般廃棄物 廃収集業者の許可の確認とコピーの保管

遵守評価
環境関連法規

確認内容 評価

〇

〇

SDS受領

報告書

容器包装リサイクル法

食品リサイクル法

廃棄物処理法

契約書、許可証

表示板

管理

報告書

環境レポート

省庁提出書類

委託契約書

騒音規制法

許可証

〇

〇

該当せず

報告書

管理

報告書

届出書

届出書

届出書

定期報告書作成

再消費化の義務

特定施設の届出

特定施設の届出

使用届

除外施設の設置

発生なし

管理

SDS受領

化学物質排出把握管理促進
法（PRTR法）

フロン類の使用の合理化及び
管理の適正化に関する法律
（フロン排出抑制法）

エネルギーの使用の合理
化等に関する法律（省エ
ネ法）

大気汚染防止法

水質汚濁防止法 排水基準の順守・水質測定及び記録保管

〇

記録書

定期報告書の提出

エネルギー使用設備

冷凍・冷蔵・空調機

中長期計画書の提出

〇

排出基準

届出書煤煙発生施設設置届

プラスチック製容器包装

簡易点検・定期点検の実施と記録

フロン充填・回収証明書の管理（マニュフェスト）

CO2換算1000ｔ以上の漏洩の報告

第1種指定化学物質取扱者は排出・移動量を報告

性状及び取扱に関する情報（ＳＤＳ）の受取・発行

空圧機・送風機・空調機

空圧機・送風機・空調機

排水設備

排水処理

食品廃棄物

産業廃棄物

ボイラー 排出基準の順守

煤煙測定及び記録保管

エネルギー使用状況届

事故・盗難時の届出

水道法

設備設置届出 〇

毒物及び劇物取締法

電気事業法 受変電設備 年次点検の実施 報告書 〇

消防法

消防設備 定期点検 報告書 〇

少量危険物保管 特定施設の届出

薬品保管庫 該当せず

〇

届出書 〇

保管管理（在庫確認、漏洩防止、貯蔵所表示）

性状及び取扱に関する情報（ＳＤＳ）の受取・発行

飲用水管理
水質基準測定

受水槽管理 報告書 〇

報告書

〇

〇

〇

〇掲示板の表示、飛散・浸透防止、衛生管理

〇

報告書

〇

〇

下水道法

産廃収集運搬・処分業者の許可の確認、契約

交付の確認、マニュフェストの保管

年１回の定期査察の実施及び報告書作成

再資源化実施率

〇

関連事項 要求事項
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□外部からの環境上の苦情・要請等

環境上の苦情・要請は発生しておりません

□緊急事態対応の試行・訓練

緊急事態の想定： 油流出事故の発生

■実施日： ■実施場所：

■参加者： ■実施内容：

　油槽よりの流出したことを想定した通報及び対応訓練

■評価： 　 手順書の変更の必要性 ☑ あり □ なし

訓練の目的：油流出時の危険を説明し理解を得る。

■実施状況の様子

手順

外部流出を防止するためにまず排水桝周辺に吸油マットを敷く訓練を実施する。

排水溝の位置と油槽の関係の確認する。

排水溝周囲にマットを広げ、排水溝への流入を防止する。

吸油シートの敷き方が逆（本来は白い面を油側にする）となっており、吸油しない状況が発生した。

手順の確認 給油マット敷き込みの確認

2022/8/23（火）15：30～15：50

油流出時にはどのような危険があり、どのように対応するかを参加者(従業員、製造社員、製造課長)で話し合いながら訓練
を行う事が出来ました。

油槽からの油流出の連絡体制については、作業者→担当社員→製造課長の順にスムーズに連絡がとれることが確認された。
油漏れが発生した場合は、報告と同時に油処理を行うことの必要性についても理解を得ることができた。また、油が熱いので火傷
に注意することも伝える。
なお、今回使用した「吸油シート」(白色から吸油し、黄色からは吸油しない)では、シートの黄色から吸油しない為、油流出時の
緊急事態には不具合があると意見があった。（下写真）
原因は手順書に表裏の記載がないことが判明したため手順書の修正を事務局に依頼する。

惣菜フライヤー室

榊浩司（製造次長）土田勇起（製造課長）
林忠人（社員）、富岡拓己（社員）
今井よし江（パート従業員）、鈴木久恵（パート従業員）

氏名は個人情報の

ため削除しています
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□代表者による全体の評価と見直し・指示
実施日：

環境経営方針 ☑ 変更なし ☐ 変更あり

環境経営目標・計画 ☑ 変更なし ☐ 変更あり
実施体制他 ☑ 変更なし □ 変更あり

□これまでの環境活動の紹介
◎環境に関する取組結果の開示 ◎ＣＳＲ活動 　◎地域協賛活動

エコキャップ運動推進しています

□編集後記

環境・資源・福祉に役立て
るためエコキャップ運動の
実施２０２２年４月以降の環境進捗報告

（目標値及び進捗状況の社内掲示）
視覚でのアピール（赤(要改善)・黄(注意)・緑(良好)）

　2022年4月より9月迄の6ヶ月間にわたり、エコアクション２１に対応した活動を実施し、基本となる数
値を作り目標の設定をしてまいりました。

　目標・計画の達成状況ですが、電気・都市ガスによる二酸化炭素排出量削減については目標達成され
ていることが確認できました。廃棄物の削減、蒸気による二酸化炭素削減、水の使用量削減については
目標未達となっており、原因の調査及び対策について検討してまいります。

　キックオフから11カ月を経て、弊社における課題が数字等により明確になったことはこの取り組みを
始めた意義があると考えます。今後もエコアクション２１を活用し環境への取り組みを続けてまいりま
す。
　現時点では「環境経営方針」、「環境経営目標・計画」、「実施体制」等については変更せず継続し
てまいります。

　工場建屋のあります印西市松崎地区で行われて
いる祭礼に協賛しています。

2022年12月12日

２０２１年１０月、エコアクション２１とは「何？？」から始まり、数カ月かけて数字を取りまとめ表に入力すること
で、自社が置かれている環境に関する諸問題が明るみに出てきましたが、問題の奥深さ・解決の難しさを痛感していま
す。
巷では、環境問題（温暖化・海洋汚染等）がニュース等で流れており、身近な課題であるにもかかわらず重要性が伝わ
らない、興味を持ってくれない、従業員の母国における習慣が邪魔をする等、目に見えない壁があり、どのようにして
壁に穴をあけるか悩んでいます。
小麦粉にパン酵母を入れ捏ね上げ焼くことでパンになるからＣＯ２が出る、いろいろな具材を使用するからゴミが出る
という作り手の理屈だけではなく、立ち位置を変えることによって見えてくる事柄について、真摯に向かい合うことが
大切であると考えています。
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